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EXTEND2010に基づく平成 26年度第 1回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 

14.09.25 

 資料 ４－１  
平成 25年度化学物質の内分泌かく乱作用に関する公開セミナー 

（EXTEND2010） 

 

開催報告 

 

１．背景 

化学物質の内分泌かく乱作用（いわゆる「環境ホルモン」）については、平成 22年 7月

に環境省が「化学物質の内分泌かく乱作用に関する今後の対応― EXTEND2010 ―」を取

りまとめた。これに基づき、現在試験法の開発、評価の枠組みの確立、作用・影響評価の

実施、野生生物への影響等に関する研究などを進めている。 

「化学物質の内分泌かく乱作用に関する公開セミナー」は、これまでに実施してきた化

学物質の内分泌かく乱作用に関する調査研究の成果等について、専門家や市民の方々へ広

くお知らせすることを目的として、平成 22年度より開催してきた。 

今回の公開セミナーでは、欧州における化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討の状

況や日英共同研究における研究成果等について、英国の専門家による講演を行うとともに、

国内で進めている関連研究の成果を報告した。 

 

２．概要 

日時    ：平成 25年 12月 13日（金）13:00～16:30 

会場    ：東京国際交流館 プラザ平成 3階（国際交流会議場） 

〒135-8630東京都江東区青梅 2-2-1 

主催    ：環境省 

一般参加者数：92名（応募時 104名） 
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３．プログラム 

13:00 開会（環境省） 

13:10 化学物質の内分泌かく乱作用に関する環境省の検討状況について（環境省） 

13:30 潜在的内分泌かく乱化学物質の取扱いについて－欧州における規制の進展 

Dr. Mike Roberts（英国 Department for Environment, Food and Rural 

Affairs, DEFRA） 

14:10 魚類における内分泌かく乱作用の重要性について理解する 

Prof. Charles Tyler（英国 Exeter大学） 

15:10 ミジンコにおける内分泌かく乱作用メカニズムの解析－たかが微塵子されど

ミジンコミジンコ類の環境依存性 性決定・性分化 

井口 泰泉（自然科学研究機構） 

15:50 多動性に関わる内分泌系因子の同定とかく乱物質の影響に関する研究 

鯉淵 典之（群馬大学大学院） 

16:30 閉会（環境省） 

 

４．内容 

（１）はじめに、環境省より「化学物質の内分泌かく乱作用に対する環境省の取組みの現

状」として、環境省による取組の現状の概要を説明した。 

 

（２）続いて、欧州における化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討の状況が説明され

た。 

 

（３）また、日英共同研究における研究成果等の概要が説明された。 

 

（４）さらには、化学物質の内分泌かく乱作用を検出するためのミジンコを使った生物試

験方法の概要が説明された。 

 

（４）最後に、国内で進めている関連研究として、化学物質の内分泌かく乱作用に関する

基盤的研究のなかの一つの研究課題における成果の概要が説明された。 

 

（５）開催報告及び講演資料については、以下の URL＊で公開している。当日使用された

パワーポイント資料(スライド)に演者の口頭での説明を添付した。（別紙１参照） 
＊http://www.env.go.jp/chemi/end/extend2010/seminar/seminar2012/index.html 

 

５．アンケート 

出席者より提出されたアンケートの集計結果概要を添付した。（別紙２参照） 

 

６．平成 26年度の開催 

平成 25年度のアンケート結果等を踏まえ、内容等について一部見直しを行った上で、

平成 26年度も公開セミナーを開催することを検討する。 
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（別紙１） 

 

当日使用されたスライドへの演者の口頭での説明の添付（例） 

 

化学物質の内分泌かく乱

作用に関する環境省の検

討状況について 

（環境省） 

 
潜在的内分泌かく乱化学

物質の取扱いについて－

欧州における規制の進展 

Dr. Mike Roberts 

（英国 DEFRA） 
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魚類における内分泌かく

乱作用の重要性について

理解する 

Prof. Charles Tyler 

（英国 Exeter大学） 

 

ミジンコにおける内分泌

かく乱作用メカニズムの

解析－たかが微塵子され

どミジンコミジンコ類の

環境依存性 性決定・性分

化 

井口 泰泉 

（自然科学研究機構） 
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多動性に関わる内分泌系

因子の同定とかく乱物質

の影響に関する研究 

鯉淵 典之 

（群馬大学大学院） 
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（別紙２） 

I. 貴方の属性に関する以下の質問について、該当する番号に○を付けてください。 

 

Q1 あなたの性別を教えてください。（回答 66 無回答 0） 

Q2 あなたの年齢を教えてください。（回答 66 無回答 0） 

16 名

27 名

8 名

2 名
0 名

3 名

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

 

男性 56名 

3 名

2 名

1 名 4 名0 名

0 名

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

 

女性 10名 

 

Q3 ご所属を以下からお選びください。（回答 66名、無回答 0名） 

48 名

6 名

8 名

1 名
2 名

1 名

0 名0 名

①企業

②業界団体

③地方自治体などの行政機関

④NPO・NGOなどの非営利団体

⑤特殊法人・独立行政法人など

⑥大学等研究機関

⑦報道機関

⑧その他

 

⑧その他の回答 

個人のコンサルタント：1名 
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II. 今回開催したセミナーに関する以下の質問について、該当する番号に○を付けて下さ

い。 

 

Q4 講演の満足度をお答えください。 

Q4-1 潜在的内分泌かく乱化学物質の取扱いについて－欧州における規制の進展 

（回答 65名 無回答 1名） 

15 名

45 名

3 名

1 名 0 名 1 名

①大いに役に立った

②役に立った

③どちらとも言えない

④あまり役に立たなかった

⑤役に立たなかった

⑥不参加

 

Q4-2 魚類における内分泌かく乱の重要性の理解について（回答 63名 無回答 3名） 

7 名

43 名

0 名

10 名

1 名 2 名

①大いに役に立った

②役に立った

③どちらとも言えない

④あまり役に立たなかった

⑤役に立たなかった

⑥不参加
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Q4-3 ミジンコにおける内分泌かく乱作用メカニズムの解析（回答 62名 無回答 4名） 

8 名

33 名

13 名

2 名

3 名
3 名

①大いに役に立った

②役に立った

③どちらとも言えない

④あまり役に立たなかった

⑤役に立たなかった

⑥不参加

 

Q4-4 多動性に関わる内分泌系因子の同定とかく乱物質の影響に関する研究 

（回答 55名 無回答 11名） 

30 名

15 名

1 名

0 名 3 名
6 名

①大いに役に立った

②役に立った

③どちらとも言えない

④あまり役に立たなかった

⑤役に立たなかった

⑥不参加
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Q5 今回開催したセミナーで、化学物質の内分泌かく乱作用についての理解は深まりましたか。 

（回答 64名 無回答 2名） 

5 名

41 名

18 名

0 名
0 名

①大いに深まった

②深まった

③どちらとも言えない

④あまり深まらなかった

⑤深まらなかった

 

Q6 今回開催したセミナーで、化学物質の内分泌かく乱作用への研究の必要性について理解は深まりま

したか。（回答 65名 無回答 1名） 

6 名

44 名

11 名

2 名

2 名

①大いに深まった

②深まった

③どちらとも言えない

④あまり深まらなかった

⑤深まらなかった
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III. セミナーの開催に関する以下の質問について、該当する番号に○を付けてください。 

 

Q7 今回開催したセミナーの運営や対応はいかがでしたか。（回答 65 名 無回答 1 名） 

6 名

29 名

28 名

1 名

1 名

①非常によかった

②よかった

③ふつう

④あまりよくなかった

⑤悪かった

 

Q7 どのような点が？ 

①非常によかった ・申込みに失敗して〆切を過ぎたにも関わらず、丁寧に対応、参加させていた

だいた。 

②よかった ・同時通訳機が役立った。 

 ・入口、会場の案内は非常に分かりやすかった。同時通訳も分かりやすかった。 

 ・会場の設備、同時通訳。 

 ・受付や案内があった点。 

③あまりよくなかった ・配布資料が活用しづらい（色と字の大きさ）。ホームページへの掲載を願い

ます。 

④あまりよくなかった （記載なし） 

⑤悪かった ・会場までの案内掲示等の数や標示。 
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Q8 今回開催したセミナーを知った経緯を以下からお選びください。（回答 65 名 無回答 1 名） 

36 名

6 名

4 名

0 名

9 名

0 名

0 名

0 名

0 名1 名
0 名

9 名

①ホームページ

　　環境省

　　その他

②メールマガジン

　　（環境省）

　　（NITE）

　　（OECC）

　　（無回答）

③業務上の取引先等からの紹介

④所属する業界団体からの紹介

⑤同業他社からの紹介

⑥知人・友人からの紹介

⑦新聞・雑誌

⑧その他

 

Q9 化学物質の内分泌かく乱作用についてのセミナーは必要だと思いますか。 

（回答 66 名 無回答 0 名） 

①はい 32 

②いいえ 1 

③どちらでもいい 3 

（無回答） 0 

 

Q10 今後、化学物質の内分泌かく乱作用についてのセミナーが開催される場合、どのような内容を希

望されますか。（回答 70 名 無回答 4 名） 

①最新の知見についての発表 39 

②行政の取組等の説明 46 

③専門家等によるパネルディスカッション 10 

④その他 7 

 

Q10「④その他」の主な記述内容 

・今後、どう規制するのかがとても気になる。 

・『行政の取組等の説明』を基調して、『最新の知見についての発表』+『専門家等によるパネルディス

カッション』が続く構成が良い。 


